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	特定非営利活動法人　シアタープランニングネットワーク
	

	 １　事業の成果

　引き続くコロナ禍のなか、令和4年度は、2つの文化庁委託事業と、日本俳優連合からの委託事業を中心に展開いたしました。
文化庁委託事業の一つは、教員のオーバーワークを減らすために休日のクラブ活動を地域へ移管するための『地域文化倶楽部＜仮＞創設支援事業』です。令和3年度から試行がはじまった2年目の事業ですが、コロナ禍にありながらも、手ごたえを感じ、継続を希望しておりましたが、令和4年度からはブラスバンドに限るという方針のもと、1年限りの事業実施となりました。私どもとしては、教員のオーバーワーク以上に、学校の中にある「スクール・カースト」や、学年等による上下関係といったネガティブな要素を排除するために、青少年にとって「安心できる環境」と「優れた指導者」のもと、英国やオーストラリア等で広がるユースシアターの活動をモデルにとりながら、とりわけミュージカルや青少年を中心に考えた演劇を活用して、コミュニケーション能力・協調性・表現力・発言力・五感力・創造力そして「人間力」を育てることを目的とし、吉祥寺（武蔵野市）と多摩センター（多摩市）の2か所で実施いたしました。また、スコットランドのユースシアターのリーダーたちをお招きし、実践と理念を幅広い方々にオンラインで提供いたしました。
猛威を奮うコロナ禍にもと当初、実施できるかどうかの状態にありましたが、夏休みにはいる直前頃から、申込が増えました。その際に聞こえてきたのは保護者から切実な声でした。学校行事のほとんどがなくなってしまい、表現したりする場が一切奪われてしまった（小3・女子）；オンライン化により学校に行く必要が感じられなくなり、不登校になった（中3・女子）…等々です。特に、ドラマのワークショップについてだが、多摩センターでも吉祥寺でも共通して小学校低学年の参加申込者が多かったのは、すべての学びや遊びに制限を加えられてきた子どもたちに対する保護者の危機感の表れだったと思われました。また、東京都・神奈川県のみならず、千葉県、愛知県、静岡県からの中学生、高校生の参加者を得ました。ミュージカルにあこがれ、すでにステップを踏み出している女子生徒たちに交じって、愛知県からやってきた中３生・男子の父親の思いはより深刻で、「自信が持てない日々を送り、親の目を盗む行動を繰り返し、何度も怒られ、謹慎処分を受けて迎えた夏休み」において、彼が獲得したものを喜んでくださいました。諦めることなく、今後の継続の可能性を探り続けていきたいと考えています。
もう一つは、当法人の顔にまで育った『ホスピタルシアタープロジェクト』です。障害者等による文化芸術事業の一環として実施しはじめて、令和4年度は3年目に当たります。前年度と比して、2倍を超える委託事業を頂戴し、東京都と神奈川県のみならず、初めて沖縄県那覇市での公演を行いました。国際児童青少年演劇フェスティバルおきなわ（りっかりっかフェスタ）に協賛しての公演であり、初めての地でこれまで観客になれるとは考えていなかったであろうご家族を集客することに苦戦するかと想定していましたが、多くのご家族を迎えることができました。ただ、コロナ禍による入国制限によって海外からのゲストをほとんどお迎えできなかったことは残念ではありましたが、日本全国から集った多くのゲストやスタッフ等、多くの専門家たちに見ていただくことができました。また、今回初めて自治体、自治体系の財団とタッグを組んでの公演にもチャレンジいたしました。川崎市と川崎市文化財団のパラアート推進事業の一環として、上演を行いましたが、川崎市内の特別支援学校ならびに特別支援学級へのチラシの全生徒配布にご協力をいただき、多くの観客をお迎えすることができました。計8か所での上演に対し、130組（400名）のご家族、また多くの見学者に鑑賞いただきました。
　日本俳優連合のインターナショナル・コーディネーター業務としては、3年ぶりの対面でのロンドン理事国会議に参加、また多くの重要な資料等の翻訳に携わりました。
　機関誌「シアター＆ポリシー」は、令和5年3月で、創刊以来第137号を迎えました。地味な活動ではありますが、私どものNPO法人の根幹となる事業です。

２　事業の実施に関する事項

 （１）特定非営利活動に係る事業

	
	事業名
	事　業　内　容
	実　施

日　時
	実　施

場　所
	従事者

の人数
	受益対象者

の範囲及び

人数
	事業費の

金額

（千円）
	

	
	舞台芸術の福祉分野における普及にかかる事業
	ホスピタルシアタープロジェクト2022
「迷いの森
すべての子どもたちと家族のための多感覚演劇の創造と巡演


	ツアー
2022年7月～12日
（12日間）
	那覇芸術文化劇場／島田療育センターはちおうじ／Umiのいえ／シャロームみなみ風他
	　20名
	障がい児・医療的ケア児・健常児とその家族130組（大人207名、子ども192名、有償見学37名）

	4996
	

	
	舞台芸術、芸術教育などにおける人的支援
	地域文化倶楽部＜仮＞創設支援事業「クリエイティブユース多摩＆吉祥寺」
	2022年8月
計9日間
	パルテノン多摩／スタジオアムリタ吉祥寺／オンライン
	10名
	児童青少年16名、大人17名（オンライン）
	1002
	

	
	舞台芸術の国際化、国際交流にかかる事業
	日本俳優連合：交流支援・翻訳
	2022年4月～2023年3月

	　事務所
	1名

	不特定多数

	677

	

	
	ニュースレターおよび報告書の発行
	機関誌「シアター＆ポリシー」（A4判、8頁）の隔月の編集・発行
	隔月
	事務所
	8名
	定期購読者

220名

ネットでの閲覧者　不特定多数
	　　155

	


